
新しい基本構想を考えるプロジェクトチーム
                                                      　　  　　　   チーム名   都市・環境・防災

標　　題

強　み

・住居、商業、教育施設が近接しており、生活利便性が高い。
・ブロードウェイやサンプラザ等、全国的に有名なまちの象徴がある。
・東西に交通機関が走っており、都心に出やすい。
・多様性を受け入れるまち。
  （サブカル、外国人が多い、ＬＧＢＴへの理解など）
・アクセスの割に家賃が安いため、若い世代の流入が多い。
・東京都民の住みたい街ランキング6位（2018）
・公園の面積は少ないが、数は多い。
・人口密度が２３区で２番目に多い。

弱　み

・高齢単身世帯が増加している一方、ファミリー世帯が少ない。
・接道不良や狭あい道路が多く、災害危険度の高い地域が点在
  している。
・公園等子供が自然の中でのびのびと遊べる場所が少ない。
   （一人あたりの公園面積23区中22位）
・地域活動に参加できない、参加したことがないという理由から、地域
  との繋がりをもっていない、地域の情報を知らない人が多いこと
  （区民意識調査から）

　
 中野区は、都心へのアクセスの良さや生活便利施設が充実していること、サブカ
ルとしての知名度が高いことなどから、単身の若い世代が多く集まるまちとなって
いる。また、住みやすさランキングでも常に上位に入るなど、全国的にも非常に注
目されているまちの１つである。
　しかし、子供たちがのびのび遊べる場が少ないことや、地域危険度（地震や火
災等の災害に対する）が高い地域が複数存在している現状がある。さらに、「区民
の意識調査」においても、地域活動に参加できない、参加したことがないという理
由から、地域との繋がりをもっていない、地域の情報を知らない人が多いことも現
状の課題の一つである。
　これらの課題を「都市・環境・防災」の観点から、１０年後の中野がより良いまち
になるよう考える必要がある。

現在の状態

『公共空間における人々のつながりが、より安全で豊かな生活につながるまち』

資料 ２



将　来　像

【１０年後のめざす姿】

１．どんな時でも利用しやすく、環境に配慮された公共空間が創出されているまち
　公共空間は、公園や施設の整備だけでなく、既存の施設や空き家等につい
ても、創意工夫によりいつでも誰でも気軽に利用でき人々が集う空間として、
区内各地に整備されています。

 ・緑あふれる公園が整備され、生物の多様性が確保されるとともに、人々の憩
   いの場となっ ています。また、非常時には防災公園として機能しています。

 ・再生可能エネルギーによる電力供給システムが配備され、空間内の施設や
   周辺 の建物等 の電力を賄っています。

 ・地域の遊休資産（公共施設の空き部屋、空き家など）が、若年層のニーズや
  価値観、ライフスタイルにあったコミュニティを形成する場として創出できていま
  す。

２．区内各地域の拠点となる公共空間で充実した住民活動が営まれているまち
　公共空間において、人々が自由に交流し、地域のつながりが着実に拡がっ
ています。

 ・各公共空間の特色を生かして活動が行われ、多様な世代と世代がつながる
   ことで、地域で顔が見えるようになり、災害時にも助け合える関係性が築か
   れています。

 ・空間の規模にかかわらず、防災関連も含めた様々なイベントが定期的に開
   催され、地域コミュニティの場として活用されているとともに、災害に強いまち
   となっています。

 ・アプリ等を活用した、利用しやすい公共空間の整備が推進され、地域の人々
   が集まる機会が増えています。

 ・既存空間についても、行政と民間が協力し、利用しやすい魅力的な空間となっ
   ています。


